
数学科学習指導案  
                             日 時：平成１８年１１月１３日（月）５校時 
               場 所：大船渡市立末崎中学校 

                             生 徒：１年Ｂ組：３５名（男１８名、女１７名）  

                        授業者：教諭 岩 崎 弘 

 

１ 単元名 ５章 平面図形 

 

２ 単元について 

① 生徒の実態 

   未知なる内容を習得する場面にあっては、素直に驚きを表現してくれる生

徒が多い。そのことが学級全体の雰囲気を明るくしてくれるよさがある。全

般的に課題に対しては意欲的に取り組もうとするが、粘り強さに若干欠ける

生徒たちもいる。数学ワークの提出状況は立派であるが、普段の家庭での復

習となると今一歩の状況にある。 

   平面図形を指導するにあたり、小学校で学習している平面図形に関する内

容の準備テストを行った。その結果は以下の通りである。 

                         【正答率】 

基本的な平面図形の名称がわかる    ・・・ ８７％ 

平行四辺形の特徴がわかる       ・・・ ５５％ 

分度器を使って角度が測れる      ・・・ ７９％ 

三角定規を使って平行線がかける    ・・・ ６７％ 

三角定規を使って垂直な線がかける   ・・・ ５５％ 

定規とコンパスを使って正三角形がかける・・・ ７３％ 

② 教材観 

この章は、中学校に入って最初の図形領域なので、生徒の図形に対する興

味・関心を引き出す授業を構成していきたい。 

図形指導に関して小学校では、具体的な作業を中心とした直感的な扱いを

通して基本的な図形について学習してきている。この章では、論理的な考察

を加えながら、図形を対称性の観点からとらえる。 

また、平面図形についての理解を深めるために、観察・操作・作業を通し

て考える場面を多く取り入れていきたい。 

③ 指導観 

平成１８年度授業力ブラッシュアッププランの数学科としての研究主題

は、「数学的見方・考え方を伸ばす授業の在り方」である。この主題に迫る

ために、数学的見方・考え方が授業でより育成されると思われる平面図形の

単元を選んだ。具体的な方法としては、さまざまな手立てがあると思われる

が、今年度は教師の発問によってそれらの力を育てていきたいと考えた。 

本時の指導に関しては､対称な図形の特徴を理解させるために、身のまわ

りの事象の中に図形的要素を見出せるところから導入を考えてみた。 

線対称な図形に関しては､前時の学習活動内容をもとに展開する。また、

点対称な図形に関しては､線対称な図形の対称軸の本数に着目させるところ

から導き出していく。いずれも作業を中心とした学習を進めていきたい。 



３ 単元の目標と評価規準の設定 

 （１）単元の目標 

   平面図形についての理解を深めることができるようにするとともに、基

本的な図形を、見通しをもって作図することができるようにする。 

（２）評価規準（対称な図形） 

 

評  価  規  準 

時 

 

目   標 

 

数学への 

関心・意欲・態度 

数学的な 

見方や考え方 

数学的な 

表現・処理 

数量、図形な どに つい

ての知 識・ 理解 

１ 

正方形の紙から対

称な図形を切り取る

ことができる。 

正 方 形 の 紙 を

折り、それを切り

取 る こ と に よ っ

て 対 称 な 形 を 作

ろうとする。 

  一 方 の 形 が 他

方 の 形 に 重 な る

ことがわかる。 

２ 

線対称・点対称の

意味がわかり、線対

称・点対称な図形を、

身のまわりから見つ

けることができる。 

 基 本 的 な 平 面 図

形を 対称 性 の観 点

から 分類 す るこ と

ができる。 

 対 称 軸 及 び 対

称 の 中 心 を か く

ことができる。 

３ 

線対称な図形の性

質がわかる。 

平面図形に関する

用 語 や 記 号 が わ か

り、それを用いるこ

とができる。 

  線 対 称 な 図 形

の性質を、記号を

使 っ て 表 す こ と

ができる。 

対 称 な 図 形 の

考 察 場 面 を 通 し

て、平面図形に関

する内容を、用語

や 記 号 を 使 っ て

表 す こ と が で き

る。 

図形の合同、線

分、直線、半直線、

2 直線の垂 直 ､中

点 の 意 味 を 理 解

している。 

角 の 表 し 方 を

理解している。 

４ 

 

点対称な図形の性

質がわかる。 

平面図形に関する

用 語 や 記 号 が わ か

り、それを用いるこ

とができる。 

  点 対 称 な 図 形

の性質を、記号を

使 っ て 表 す こ と

ができる。 

対 称 な 図 形 の

考 察 場 面 を 通 し

て、平面図形に関

する内容を、用語

や 記 号 を 使 っ て

表 す こ と が で き

る。 

平 行 の 意 味 を

理解している。 

 



５ 

円、弧、弦、おう

ぎ 形 の 意 味 が わ か

る。 

多角形の意味や正

多角形の意味と、そ

の性質がわかる。 

 円やおうぎ形、

正多角形を、対称

性 に 着 目 し て 考

察 す る こ と が で

きる。 

弧、弦を、記号

を 使 っ て 表 す こ

とができる。 

円、弧、弦、お

うぎ形、中心角の

意 味 を 理 解 し て

いる。 

多角形、正多角

形 の 意 味 を 理 解

している。 

６ 

 

交わる２つの円の

性質がわかる。 

 交 わ る ２ つ の

円 と そ の 中 に で

き る 図 形 の 性 質

を、対称の観点か

ら 考 察 す る こ と

ができる。 

  

７ 

基本問題を解くこ

とができる。 

参 考 ペ ー ジ 数

を見ながら、問題

を 考 え よ う と す

る。 

  既 習 事 項 を 理

解している。 

 

４ 指導計画 

  ５章 平面図形 （１４時間） 

   １節 対称な図形（７時間） 

１ とびら 

２ 線対称と点対称【本時】 

    ３ 対称な図形の性質 

    ４ 円と対称 

    ５ 基本の問題 

２節 基本の作図（６時間） 

１ 作図のしかた 

 ２ いろいろな作図 

 ３ 作図の利用 

 ４ 基本の問題 

● 章の問題Ａ（１時間） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



５ 本時の指導  

（１）本時の目標 
具体の評価規準 

時 本時の目標 
評価方法 
（場面） Ａ 十分満足 

できる 
Ｂ おおむね 
 満足できる 

「努力を要す
る」と判断さ
れる生徒への
具 体 的 な 対
応・手立て 

【数学的な 
見方や考え方】 

① 基本的な平
面図形から、線

対称な図形を
選ぶ場面。 

〔机間指導、学習
プリントへの記

入〕 
② 基本的な平

面図形から、点
対称な図形を

選ぶ場面。 
〔机間指導、学習

プリントへの記
入〕 

 
 

念頭操作で線
対称な図形を選

ぶことができる。 
 

 
 

 
念頭操作で点

対称な図形を選
ぶことができる。 

 

 
 

学習プリント
を折ったりしな

がら、線対称な図
形を選ぶことが

できる。 
 

 
学習プリント

を回転させたり
しながら、点対称

な図形を選ぶこ
とができる。 

 

 
 

説明用平面図
形を使って、対称

軸を折り目とし
て折り返してみ

せる。 
 

 
説明用平面図

形を使って、対称
の中心で 180°

回転させてみる。 

２ 

線対称・点対称の
意味がわかり、線対

称 ・ 点 対 称 な 図 形
を、身のまわりから

見 つ け る こ と が で
きる。 

【数量、図形など
に つ い て の 知

識・理解】 
① 基本的な平

面図形に対称
軸をかく場面。 

〔机間指導、学習
プリントへの記

入〕 
② 基本的な平

面図形に対称
の中心をかく

場面。 
〔机間指導、学習

プリントへの記
入〕 

③ 線対称・点対
称な図形に関

する定着問題
を解く場面。 

〔机間指導、学習
プリントへの記

入〕 

 
 

 
選んだ図形に、

念頭操作で対称
軸すべてをかく

ことができる。 
 

 
選んだ図形に、

対角線を引くこ
とによって対称

の中心をかくこ
とができる。 

 
 

学習した内容
を想起しながら

問題を解くこと
ができる。 

 
 

 
選んだ図形に、

対称軸を１本か
くことができる。 

 
 

 
選んだ図形に、

対称の中心を直
感でかくことが

できる。 
 

 
 

黒板・学習プリ
ントに記入して

ある内容をみな
がら問題を解く

ことができる。 

 
 

 
説明用平面図

形を使って、図形
の向きを変えて

示す。 
 

 
学習プリント

の平面図形に、対
角線を引かせる。 

 
 

 
 

説明用アルフ
ァベットを１個

ずつ示し、それを
見ながら考える

ように促す。 

 



（２）本時の展開

段階 学　習　活　動 ○指導上の留意点、●評価の観点

１　問題を把握する。 ○美しいと感じるのは、なぜかを考えさせる。
導入
７分

２　問題について予想を立てる。 る。

３　学習課題を把握する。

４　線対称な図形について知る。 ○線対称な図形と対称軸の意味を説明する。

展開
38分５　いろいろな平面図形について考え

　る。 ○図形の名称の確認をする。
　①線対称な図形を選ぶ。 ○個人で線対称な図形を選ばせる。

　②対称軸をかく。

（１）　　（２）　　　　（３）

（４）　　（５）　　  　（６）

○個人の考えをもとにして、班でまとめさせる。
○平行四辺形以外について、班でまとめたことを発
表させる。
○対称軸の間違い例があればそれも示したい。
○提示用平面図形で、班でまとめたことの確認をす
る。
○平行四辺形について、線対称な図形でないことを
示す。

６　点対称な図形について考える。
　①対称軸の本数が偶数の平面図形につ ○５で考えた平面図形で､対称軸の本数が偶数にな
　いて考える。 る図形の共通性について考えさせる。

○点対称な図形にもなることを示す。
（提示用平面図形を利用）
も
もとの図形と重ならないことを示す。
5

【問　題】
これらの写真に写っている形で、
共通していることはなんだろうか。

【学習課題】
　対称な図形の特徴について
　考えてみよう。

評価の観点①
【見方や考え方及び知識・理解】
　●基本的な平面図形から、線対称な図形
　を選ぶことができる。
　●対称軸をかくことができる。
〔評価方法〕
　机間指導、学習プリントへの記入

〔「努力を要する」と判断される生徒への
　　　　　　　　　　　　　　　具体的な対応・手立て〕

  ○説明用平面図形を使って、対称軸を折り目と
　して折り返してみせる。
　○説明用平面図形を使って、図形の向きを変え
　て示す。



○図形の名称の確認をする。
　②点対称な図形を選ぶ。 ○点対称な図形を選ばせ、対称の中心をかきこませ
　③対称の中心をかく。 る。

（１）　　　（２）　　　（３）

○提示用平面図形を使って、対称の中心で１８０°
回転させる。
○対称の中心の求め方については深く触れない。

７　定着問題に取り組む。 ○通常のアルファベットではなく、判別つきやすく
　①与えられたアルファベットから、線 した提示用を用意する。
　対称な図形と点対称な図形を選ぶ。
　②対称軸と対称の中心をかく。
　③答え合わせをする。

8　身のまわりにある線対称な図形と点対○身のまわりにある線対称な図形と点対称な図形を
　称な図形を知る。 示す。

（交通標識、家紋など）

９　平行四辺形の分割について考える。 ○平行四辺形を合同な図形に分ける切り方を１つ示
し、他にどんな切り方があるのか考えさせる。
○答えは示さずに終わる。

終末10　次時の学習内容を知る。 ○線対称な図形の性質について考えていくことを説
５分 明する。

11　本時の学習を振り返り、自己評価を ○感想は、具体的に記入させる。
　する。

6

評価の観点②
【見方や考え方及び知識・理解】
　●基本的な平面図形から、点対称な図形
　を選ぶことができる。
　●対称の中心をかくことができる。
〔評価方法〕
　　机間指導、学習プリントへの記入
〔「努力を要する」と判断される生徒への
　　　　　　　　　　　　　　　具体的な対応・手立て〕

 　○説明用平面図形を使って、対称の中心で
　180°回転させてみる。
　○学習プリントの平面図形に、対角線を引
　かせる。
 

評価の観点【知識・理解】
　●線対称な図形と点対称な図形を選ぶこ
　とができる。
　●対称軸の本数と対称の中心をかくこと
　ができる。
〔評価方法〕
　　机間指導、学習プリントへの記入
〔「努力を要する」と判断される生徒への
　　　　　　　　　　　　　　　具体的な対応・手立て〕

　○説明用アルファベットを１個ずつ示し、
　それを見ながら考えるように促す。

Ｂ　Ｈ　Ｎ　Ｓ　Ｕ　Ｘ



  線対称と点対称 ①              教科書ｐ１１６～１１７ 
 

【学習課題】 

 
１ 下の図について考えてみよう。 

                                                   

                                         
                              

                                 
２ 下の平面図形で、〔       〕な図形はどれだろうか。 
番号に○をつけよう。 

  また、その図形に〔      〕を書き込もう。 
 
（１）〔       〕 （２）〔       〕 （３）〔       〕 
               

 
 

          
（４）〔       〕 （５）〔       〕 （６）〔       〕 
  

 
 
 
 
          

〔         〕な図形  
 
 を〔         〕    
 



  数学ワークｐ６８，６９で確かめよう。     月     日（   ） 
 
３ 下の平面図形で、〔       〕な図形はどれだろうか。 
  番号に○をつけよう。 
  また、その図形に〔        〕を書き込んでみよう。 
 
（１）〔       〕 （２）〔       〕 （３）〔       〕 

 
 
４ 下のアルファベットについて､次の問に答えなさい。 
（１）線対称な図形を選び、番号に○をつけなさい。また、対称軸もかきなさい。 

 
①     ②     ③     ④      ⑤      ⑥ 

ＢＨＮＳＵＸ 
 
（２）点対称な図形を選び、番号に○をつけなさい。また、対称の中心もかきなさ

い。 
 
①     ②     ③     ④      ⑤      ⑥ 

ＢＨＮＳＵＸ 
５ 身の回りにある線対称な図形と点対称な図形には、どんなものがあるだろうか。 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

【自己評価】 
線対称な図形と点対称な図形が分類できたか。ＡＢＣＤ 
対称軸と対称の中心をかくことができたか。 ＡＢＣＤ 

【感 想】 




